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地域公共交通の現状 ３

  
 ３－１．民間バス路線の現状 

1) バス路線の利用状況 

 現在、本市内の路線バスは、富士急静岡バス㈱及び山交タウンコーチ㈱の 2 社

が運行している。2 社の 1 日平均乗車人員は図 3-1 のとおり、一貫して減少傾向

にあり、平成 19年度には平成 11年度の 3分の 1程度まで減少している。 

 一方、運転キロ数についても減少傾向にあるが、路線バスの乗車人員程の減少

傾向は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：富士宮市の統計     

図 3-1 民間バス路線の 1日平均乗車人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：富士宮市の統計     

図 3-2 バス利用者数と運転キロ数の経年変化比較 

（H11を 100とする）        
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地域公共交通の現状 ３

2) バス路線の概要 

 現在運行しているバス路線は、富士急静岡バス㈱の 10路線及び山交タウンコー

チ㈱の 1 路線であり、各路線の概要は表 3-1 のとおりであり、主な機能は次の 3

つに大別される。 

 

 

 
 

表3-1 バス路線の概要 

 路線の概要 
路線の主
な機能 

万野粟倉循環 
富士宮駅を起終点とし、万野団地、粟倉団地を経由する循

環路線。一部の便については、富士根南小学校及び富士根

南中学校を経由する。 
A 

粟倉万野循環 

万野粟倉循環と同様に富士宮駅を起終点とし、万野団地、

粟倉団地を経由する循環路線であり、運行順路は万野粟倉

循環と逆となる。一部の便については、富士根南小学校及

び富士根南中学校を経由する。 

A 

富士急ﾊｲﾗﾝﾄﾞ線

新富士駅と富士急ハイランドバスターミナル間の運行を基

本とする路線であり、国道 139 号を運行することで速達性

を高めている。また、ルート上には「白糸の滝」や「朝霧

高原」など本市を代表する観光資源が存在する。 

C 

白糸・猪之頭線

富士宮駅と市北端の「根原」を結ぶ路線であるが、「富士宮

駅」～「根原」間の運行は平日の朝に富士宮駅へ向かう 1

便のみである。約半数の便が途中の「白糸の滝」を起終点

としており、「白糸の滝」以北については「猪之頭」や「休

暇村富士」が起終点となる。 

A 

二本松線 
平日の朝・夕に 1 便ずつ運行しており、運行ルートは、富

士根南小学校及び富士根南中学校、粟倉団地、富士根北小

学校及び富士根北中学校を経由して二本松を結んでいる。 
A 

上条線 

富士宮駅と上条を結ぶ路線を基本とし、上条から富士宮駅

へ向かう便の一部については青木団地を経由している。ま

た、平日の夕方の 1 便に限り富士宮駅から大石寺へ運行し

ている。 

A 

上柚野線 
富士宮駅を起終点とし、唯一本市と芝川町を結んでいる広

域的な路線。 
B 

富士中央病院線
富士宮駅と吉原中央駅を結ぶ、本市と富士市間を運行する

広域的な路線の 1 つ。市内の運行は富士宮駅から源道寺駅

周辺までであり、ほとんどが富士市内の運行となっている。
B 

中野線 

朝・夕については西富士宮駅から富士脳研病院を経由し富

士市（曽比奈）を結ぶ路線を、日中については、富士宮駅

から富士脳研病院を経由し、吉原中央駅を結ぶ路線を基本

とする。本市と富士市間を結ぶ広域的な路線の 1つ。 

B 

富士宮営業所線
富士宮営業所～富士宮駅間を平日の朝 1 便のみ運行してい

る。富士宮駅始発便の回送区間を効率的に活用したもので

ある。 
C 

蒲原病院線 
富士宮駅から星山団地を経由し、蒲原病院を結ぶ路線を基

本とし、多くの便はイオン富士宮 SCも経由している。本市

と富士市間を結ぶ広域的な路線の1つ。 
B 

 

A：市郊外部から中心市街地へのアクセスの確保 
B：富士宮市と他市町間のアクセスの確保 
C：その他 
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図 3-3 バス路線状況図（本市全域） 

中心部（図3-4参照） 

3-3



 



 

 

地域公共交通の現状 ３

 

 

 

 

図 3-4 バス路線状況図 
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地域公共交通の現状 ３ 

3) 不採算バス路線に対する補助 
 本市では不採算バス路線の運行経費の一部を負担することで、バス路線の維持

を図っている。その補助金額の推移を図 3-5に示す。 

 平成 16 年度までは補助金額は増加傾向にあったが、平成 17 年度以降は路線ご

との補助金制度に改めたため、路線が廃止された場合は補助金もあわせて廃止し

ている。そのため、路線廃止に伴い、減少に転じている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：富士宮市都市計画課   

図 3-5 不採算バス路線に対する補助金額の推移 
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4) バス運行区間の廃止状況 

バス事業者からの退出意向の申し出があった路線については、地域住民やバス

事業者と協議しながら、平成 14 年度以降に表 3-2 に示す 13 区間が廃止された。

平成 20年度の 4月には 7区間が廃止されている。 

バス運行区間の廃止状況を次ページの図 3-6に示す。 

 

表3-2 廃止区間 

 廃止区間 
ｷﾛ程 
（km） 

廃止期日 

① 下粟倉 653～村山1550 1.95 H14.10 

② 大岩 1541～村山 1550 3.65 H14.10 

③ 淀師 489-2～上外神 1194 1.95 H15.10 

④ 村山 56～村山 988 1.90 H17.3 

⑤ 中央町 10-1～万野403-7 の一部 4.00 H18.4 

⑥ 東阿幸地719～大岩 1551 1.20 H18.4 

⑦ 山本 477地先～山本 610地先 7.50 H20.4 

⑧ 中央町 30-5 地先～山本813地先 4.85 H20.4 

⑨ 万野 3045 地先～山宮2526地先 7.00 H20.4 

⑩ 精進川 1868 地先～精進川 1833地先 11.60 H20.4 

⑪ 西町 26-20地先～沼久保878地先 24.32 H20.4 

⑫ 源道寺町1200地先～小泉 360地先 11.0 H20.4 

⑬ 高原町 150地先～宮原 7-1地先 4.35 H20.4 
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図 3-6 廃止バス路線図 
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※ 番号は前ページ表 3-2 と対応 
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地域公共交通の現状 ３

 ３－２．富士宮市公共交通サービス 

本市では、平成 20年度の民間バス路線の廃止への対応として、平成20年 4月 1日

より市街地循環バス「宮バス」とデマンド型乗合タクシー「宮タク」の運行を実施し

ている。 

 

1) 宮バス 

①宮バスの概要 

 総合福祉会館行きの民間バス路線の廃止の対応として導入された、総合福祉会

館と市街地周辺の公共施設・医療施設・ショッピングセンターなどと住宅地を結

ぶ循環バス路線。内回りと外回りの 2 ルートを、年末年始を除く毎日運行してい

る。 

 具体の運行ルートは、図 3-11「宮バス・宮タク路線状況図」のとおりである。 

 なお、詳細についてはｐ.3-14、3-15のパンフレットを参照。 
 

料金 １乗車当たり200円 

運行回数 内回り８便、外回り８便（計16便）

運行時間帯 7：30～18：40 

車両 マイクロバス ２台 

（25人乗り、29人乗り） 

うち1台は車椅子での乗降可 

 

②利用状況 

 運行開始後の宮バスの利用者数の推移は図 3-7 のとおりであり、運行開始年度

と平成 21年度の同月を比較すると、利用者は増加傾向にある。また、月別の利用

状況では、7 月から 8 月にかけて利用者が増え、11 月から 1 月にかけて減少する

傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：富士宮市都市計画課   

図 3-7 月別利用者数の推移  
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③宮バスの運行支援策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の財政負担の軽減を目的に、ルート沿線

の医療施設・金融機関・商店・レジャー施設

にバス停を設置することで資金協力を得る制

度。平成 21年度現在、15の事業所から資金協

力を得ている。 

宮バスサポーター制度

宮バスサポーターとして、市内の事業者及び団体から様々な形で資金協力を募

っている。 

「宮バス回数券作成事業」では５事業者の協力を得て、市が作製する回数券の

裏面に企業などの広告を掲載することで得られる協力金を活用して回数券を作

製し、平成 21年 4月 1日から回数券の販売を開始している。 

100円サービス券の配布 

富士宮商店街連盟に加盟する各商店では、平成 20 年 6月より各商店の利用者

に対し、利用金額に応じて宮バスで利用できる 100円券を配布している。 

なお、宮タクにおいても同年12月より同様の取組みを行っている。 

バス停オーナー制度 
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2) 宮タク 

①宮タクの概要  

 平成 19年 4月に、富士急静岡バス㈱から、路線バスの退出届けが提出され、平

成 20 年 4月にバス路線の運行が廃止された交通空白地域（山宮・山本・安居山）

を対象に運行しているデマンド型乗合タクシーである。 

 交通空白地域と街中エリア間を運行しており、あらかじめ予約を受けた時間帯

のみ運行し、ドア toドアのサービスを行っている。 

 土日、祝祭日及び年末年始を除く毎日運行している。 

 具体の運行エリアは、図 3-11「宮バス・宮タク路線状況図」のとおりである。 

 なお、詳細についてはｐ.3-16、3-17のパンフレットを参照。  

 

料金 300円～500円 

（エリア内の距離に応じて異なり、廃止されたバス路線の料金

に準じて設定されている。） 

運行回数 １日５便 午前（各エリア→街中エリア）：２便 

午後（街中エリア→各エリア）：３便 

運行時間帯 7：15～16：00 

車両 セダン型タクシー 

委託料の特徴 運行費と乗車賃の差額を委託料としているため、乗合率が上昇

すると委託料が下がる。 
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②利用状況 

 運行開始後から平成21年8月までのエリア別の月別輸送人数及び1台当たりの

平均乗車人数の推移を図 3-8 から図3-10に示した。 

 平成 21年 4月より 1便増便したこともあり、各エリアの輸送人員は前年度と比

較して増加している。一方、平均乗車人数については運行開始後目立った増減は

なく、同程度で推移している。 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：富士宮市都市計画課  

図 3-8 月別輸送人員・平均乗車人数の推移 （山宮エリア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：富士宮市都市計画課  

図 3-9 月別輸送人員・平均乗車人数の推移 （山本エリア） 
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出典：富士宮市都市計画課  
図 3-10 月別輸送人員・平均乗車人数の推移 （安居山エリア） 
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図 3-11 宮バス・宮タク路線状況図 
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参考-1：「宮バス」パンフレット（表） 
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 参考-2：「宮バス」パンフレット（裏） 
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参考-3：「宮タク」パンフレット（表） 
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参考-4：「宮タク」パンフレット（裏） 
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 ３－３．公共交通空白地域の状況 

路線バスや宮バス、鉄道などの現状を踏まえ、下記のとおり「駅勢圏」及び「バス

停圏」を設定し、鉄道と路線バスでカバーされている地域を除いた「公共交通空白地

域」を抽出した。市内には多くの公共交通空白地域が残されており、特に、市街地北

部から山間部にかけて空白地域が多くなっている。 

 

  駅勢圏（駅から半径 700ｍ） 
駅勢圏とは、日常生活のなかで最寄駅まで徒歩で無理なく向かうことができる領

域として捉えるものとする。岳南都市圏パーソントリップ調査における「富士宮駅」

での徒歩によるアクセス・イグレスの結果より、駅から徒歩 10分程度を徒歩圏とし

てとらえると、一般的な徒歩での移動速度は 4km/h であることから、10 分では概ね

700mとなる。よって、鉄道駅から半径 700mの領域を徒歩で無理なく向かうことがで

きる駅勢圏として設定する。 

 

  バス停圏（バス停から半径 300ｍ） 
バス停圏とは、日常生活のなかで最寄のバス停まで徒歩で無理なく向かうことが

できる領域として捉えるものとする。市民アンケートの「自宅からバス停までの距

離が最大でどのくらいまでならばバスを利用するか」の設問の結果を踏まえ、バス

停から半径 300ｍの領域を徒歩で無理なく向かうことのできるバス停圏として設定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パーソントリップ調査とは 

 一定の地域での個人の 1日における移動状況を把握することにより「どの交通機関が」「ど

のよう人によって」「いつ」「どのような目的で」「使われているか」を調べるもの。 
 

 【トリップ】…人が 1つの目的を持って出発地から到着地まで移動した場合の動き 

 【発生集中交通量】…一定の地域内に出発地又は到着地を持つ人の移動の合計 

・アクセス交通の状況 

駅へ向かう移動手段は、徒歩が約 40％と最も多く、その所要時間は 10分以内が約60％を

占めている。 
 

・イグレス交通の状況 

駅からの移動手段についても徒歩が約 45％と最も多く、所要時間は 10分以内が約60％を

占めている。 

【第1回岳南都市圏パーソントリップ調査における富士宮駅へのアクセス・イグレス交通の状況】 

アクセス交通・イグレス交通とは 

 【アクセス交通】…出発地から駅などに至るまでの交通 

 

 【イグレス交通】…駅などから目的地に至るまでの交通 
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図 3-12 公共交通空白地域状況図 
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